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定期監査等結果に対する措置の状況について 

 

 

平成３０年度第３回定期監査等の結果に対し、執行機関が講じた措置について通知が 

 

 あったので、地方自治法第１９９条第１２項の規定により公表します。 

 

 

 

   令和元年７月２９日 

 

 

 

 

 

                   大東市監査委員 乘 本  良 一 
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                          【担当 監査委員事務局】 



 

平成３０年度第３回 定期監査等の結果に対する措置の状況 

 
◆学校教育部（教育政策室、教育研究所、野崎青少年教育センター、 

北条青少年教育センター、学校管理課） 

 

【教育政策室】・【教育研究所】 

監査委員 指摘事項 

（１）出張命令の事務執行について 

   職員等旅費条例第４条では、「出張は、任命権者もしくはその委任を受け 

た者または出張依頼を行う者の発する出張命令等によって行わなければなら 

ない。」とされ、職員等旅費条例施行規則第３条で、「出張命令権者は、出 

張命令等を発するには、出張命令簿等に当該出張に関する事項を記載し、こ 

れを当該出張者に提示してしなければならない。」と定められているところ 

である。 

 しかしながら、教育政策室と教育研究所の出張命令簿を確認したところ、 

出張命令簿は出張の都度記載されておらず、後日まとめて出張者ごとに記載 

されている事例が多くみられた。 

 今後はこのような誤った慣行は改め、例規を遵守した適正な事務執行を行 

われたい。 

教育政策室・教育研究所 措置状況 

   改めて教育政策室各グループ所属長に対して、職員等旅費条例を遵守する 

  よう職員にも周知の依頼をするとともに、出張用務の際にはその都度事前に 

  出張命令簿に必要事項を記載し、所属長において内容等の確認のうえ決裁を 

  行うことについて事務手順の徹底を図るため、文書による通知を行ったとこ 

  ろです。 

    今後とも例規を遵守した適正な事務執行に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

【教育政策室】・【教育研究所】・【学校管理課】 

監査委員 指摘事項 

（２）職員旅費の支出について 

会計室が作成している旅費事務処理マニュアルによると、「利用した経路 

の一部または全部に、通勤手当を支給している経路と重複がある場合は、重 

複部分の運賃を除いた旅費を支給するものとする。」と定められているとこ 

ろである。 

    しかしながら、教育政策室と教育研究所の出張命令簿および支出命令書に 

   添付されている旅費請求書を確認したところ、通勤手当の重複経路部分を除 

かないまま旅費を過大に支出している事例が複数件みられた。 

    また、学校管理課の出張命令簿および支出命令書に添付されている旅費請 

求書について確認したところ、人事課や他の団体から旅費が支給されるにも 

関わらず、これとは別に学校管理課の予算からも重複して支給している事例 

が複数件みられた。 

 戻入により是正されてはいるものの、一時的にでも公金の過大支出という 

結果が生じていることから、組織としてのチェック体制をより一層強化され 

る等、適正かつ正確な事務執行を行われたい。 

教育政策室・教育研究所 措置状況  

 旅費請求事務の際に、担当者において重複経路等の有無について、より慎 

重に精査に努めることはもちろん、出張命令簿記載の際には、まずもって出 

張者自らの責任において通勤手当重複経路の該当駅名を記載するとともに、 

所属長においてもその記載について再度チェックを行うといった事務手順の 

ルール化を徹底することとしております。 

 今後とも適正かつ正確な事務執行に努めてまいります。 

学校管理課 措置状況 

      現在は、庶務担当者、出張者及び決裁者による複数のチェック体制により 

     正確な事務執行に努めております。 

 

 

 

 

 



 

【野崎青少年教育センター】・【北条青少年教育センター】 

監査委員 指摘事項 

（３）収納現金の取扱い等について  

会計規則によると、職員が現金を直接領収したときは「即日または翌日ま 

でに」指定金融機関等に払い込まなければならないと定められている。 

    しかしながら野崎、北条の両青少年教育センターでは、収納した現金の一 

部に払い込みが遅延する事例が複数件みられ、前回平成２６年度の定期監査 

で指摘した事項が是正されているとは言い難い状況であった。 

改めて会計規則を遵守した適正な事務執行を求めておきたい。 

  また、野崎青少年教育センターでは本来日々記載しなければならない現金 

出納簿を相当の日数が経過した後日に記載されている事例や、北条青少年教 

育センターでは実際に現金を収受した職員名を現金出納簿に記載していない 

事例があり、現金出納簿の正確性に欠ける記載が多々みられた。 

 基本に忠実で正確な事務執行を行われたい。 

野崎青少年教育センター 措置状況  

収納現金の払い込みの遅延につきまして、担当職員の指定休などで、事務 

     引き継ぎが不十分であったことが原因でした。 

      会計規則の遵守、事務の適正化を徹底するため、職員の出勤体制を全員が 

   必ず把握し、職員室の予定表に入金日を明記するなど再度確認し合うことで、 

     翌営業日までの入金処理を厳守しております。 

また、現金出納簿の処理日も、日々の記載を徹底しているところです。 

北条青少年教育センター 措置状況 

      野崎青少年教育センターと同様の事務執行の徹底を図ると伴に、現金出納 
     簿の正確性については、必ずしも実際に現金を収受した職員が財務処理を行 

     えず、現金出納簿と実際に収受した職員名が同一化しなかった事例が多くな 

     り、正確性に欠けていましたが、この件についてもご指摘を受けた以降は伝 

     票の複写使用を行わないこと、現金を収受した職員が必ず手続きを行うこと 

     を再確認し、現金出納簿と差異がないことを徹底しているところです。 

 

 

 

 



 

【野崎青少年教育センター】 

監査委員 指摘事項 

（４）野崎青少年運動広場の清掃業務について 

野崎青少年教育センターが所管する野崎青少年運動広場の清掃業務につい 

   ては、地域団体等に業務を委託する方法で執行されているところである。 

 地域団体等への委託業務については、これまで定期監査や決算審査等を通 

じて、委託業務の必要性や委託料に見合った活動と成果の有無について、繰 

り返し検証と見直しを求めてきたところである。 

    しかしながら、市が検証や見直しに取り組まれていることは一定理解する 

  ものの、その動きについては未だ具体的な姿がみえてこない。 

    ついては、担当部課等だけでなく庁内の関係部課との連携を図りながら、 

より効率的・効果的な委託となるよう、当該委託業務の検証と見直しについ 

て尚一層の取り組みを進められたい。 

野崎青少年教育センター 措置状況  

      次年度以降の契約に向けても引き続き、関係部課とも連携を図りながら、 
     より効率的・効果的な委託となるように、成果の検証及び委託内容の精査を 

     行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【学校管理課】 

監査委員 指摘事項 

（５）小・中学校の体育館の使用について  

①使用料の減免について 

小・中学校の体育館（以下「体育館」という。）の使用料の減免について 

は、「市立小・中学校の施設の使用に関する条例施行規則」で「市または委 

員会が主催する行事」、「自校のＰＴＡによる活動」、「社会教育団体また 

はボランティアによる活動」を基本的な減免事由と定め、この他に「社会教 

育関係団体主催による諸活動」という減免事由が内規によって定められてい 

る。 

今回監査を行った中で実際に最も多くみられたのが内規によって定められ 

ているこの減免事由であり、体育協会の各競技連盟に所属する「個別チーム」

が、体育協会の印や各競技連盟の印を減免申請書に押印してもらい教育委員 

会から減免措置を受けていた。 

この減免措置は、当該個別チームが競技連盟に加入しているか否か、かつ 

その競技連盟が体育協会に加入しているか否かを以て減免の基準としてい

る。 

減免措置を受けている個別チームと減免措置を受けることができない個別 

チームとの間に体育館使用の内容に実質的な違いがないのであれば、より合 

理的で明確な減免基準が必要であると考える。 

条例、規則自体の見直しによって、合理的で明確な減免基準となるように 

検討されたい。 

学校管理課 措置状況  

     社会教育法では、社会教育関係団体の定義がされており、「法人であると 
   否とを問わず、公の支配に属しない団体で社会教育に関する事業を行うこと 

     を主たる目的とするもの」としております。これらの団体については、青少 

     年及び成人に対して行われる組織的な教育活動である学習や趣味、スポーツ、 

     レクリエーション等の社会教育活動を目的とし活動している団体であり、社 

     会教育振興のために必要な団体であると認識しております。今後は、より合 

     理的で明確な減免基準となる要綱を策定し、適正な事務執行に努めてまいり 

     ます。 

 

 



 

【学校管理課】 

監査委員 指摘事項 

②営利的目的の使用について 

「市立小・中学校の施設の使用に関する条例」では、教育委員会が施設の 

使用許可を制限する理由の一つに、「営利的目的」の使用が挙げられている。 

 今回、学校管理課が行う使用許可事務について確認したところ、体育館を 

使用する者の活動内容が営利的目的か否かについて、厳密に確認することも 

なく前例を踏襲しているのではないかと思われる事例が一部にみられた。 

許可事務を行うにあたっては、例規を遵守されるとともに厳格な運用を徹 

   底されたい。 

学校管理課 措置状況  

     使用許可事務にあたっては、営利的目的か否かについても確認をしてまい 
   ります。今後は例規を厳格に遵守した運用を徹底してまいります。 

 

 

【学校管理課】 

監査委員 指摘事項 

（６）奨学貸付金の債権管理の適正化について 

      平成２６年度に行った前回の定期監査では、奨学貸付金について長期間返 

   還が行われないケースや滞納者との接触が長年行われていない事例が多数み 

   られたことから、実効ある滞納対策を講じるよう求めたところである。 

  今回その後の状況について確認したところ、依然として長期滞納者との接 

 触が行われていない事例が多数みられ、定期監査での指摘事項が是正されて 

 いるとは言い難い状況にある。 

個々の長期滞納債権を管理していくにあたっては、債権の正しい現状把握 

   とともに、滞納者との接触が不可欠であることから、一層組織的な対応を強 

   化し、適正な債権管理に努められたい。 

学校管理課 措置状況  

     長期滞納債権につきましては、改めて債権の現状把握を実施し、滞納者と 
   接触を行うなど一層組織的な対応を強化し、適正な債権管理に努めてまいり 
     ます。 

 


